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概 要

本稿は協力ゲームにおける提携の形成について実験を行い、形成される

提携のサイズが理論で想定されるサイズ (2人提携が形成されるようになって

いる)と比べて大きくなる (全提携)という結果を得た。実験結果を統計的に

分析すると、多くの場合には各プレイヤーはゲームに習熟するにつれて全提

携を形成しようとするが、優加法性が満たされずかつ他プレイヤーの過去の

行動が観察できる場合には理論的予測に近づく傾向が見られる。優加法性が

満たされる場合にはこれらの行動は不平等回避的な選好によって説明可能で

ある。
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